
です。ペーパーテストよりも評価を気にしている

し，お祭り騒ぎにならないです。」という発言が

あり，形成的評価が生徒に届いている様子が窺わ

れた。続いて「頑張ったのになーという生徒の声

を聞きました」と言いながら，改めて自分の評価

方法を振り返る様子があり「正当に評価されるっ

てこういうことですよね。」との感想を漏らして

いた。話題提供として，これまでのペーパーテス

トでは学力低位群や中位群にあった生徒のレポー

トを，ルーブリックに照らし合わせて評価したと

ころほぼ満点だったことを驚きながら紹介し，学

力高位群にある生徒が，授業者が提示していたレ

ポート形式をこえ，自由度の高い白紙に書きたい

と申し出てきたため，A4 の白紙を渡したところ，

教師が教えたことを順番に端的に書いてきた，つ

まりレベルが下がったという発言があった。ここ

で，もう一度 UDL ガイドラインの読み合わせを

行った。その際の対話は，図７の通りである。高

まるはずの生徒がなぜ高まらなかったのかを，チ

ェックポイントの文と自分が授業中にとった手立

てがどのような関係にあるのかを追求し解を得よ

うとした。これ以降，授業者は，困ったときや新

たな手立てを模索する際，自分で UDL ガイドラ

インを広げ，自分と対話し，試行を重ねるように

なった。自主的にアンケートを行い，生徒の様子

や意見を授業に反映させながら授業を進め，生徒

の多様性に目を向けるようになっていった。 
エ 授業者の成長度

「UDL 実践者のための成長ルーブリック」は，

UDL ガイドラインの項目１から９と連動して，

授業者の手立てが初級，中級，上級のどこに位置

するかを把握することができるものである。今回

の実践では，授業者は項目５について初級・中級

を経て上級に差し掛かったところであることが明

らかとなり，授業者が自立した UDL ガイドライ

ンユーザーとなっていることが示唆された。

５ 総合考察

本研究は，通常の学級に在籍する生徒が，どの

子も意欲をもって学習に臨み，学業達成を遂げる

ための，脳科学の知見と学習活動を組み合わせた

外国語（英語）科学習指導の在り方を究明し，他

教科の指導にも広げていくことを目的に行った。

その結果，一斉授業の中で教育的支援ニーズのあ

る生徒も含めて，意欲をもって学習に臨み，学業

達成を遂げることが示唆された。聴覚，視覚，触

覚・運動覚優位，その混合の学習スタイルをもつ

生徒が自分の特性を生かして自立した学習者とし

て学ぶ姿勢につながった。

ら は UDL 環境デザインの目指すと

ころは，周到な計画とデザインによってすべての

子どもたちにアクセシブルな授業やカリキュラム

を創り出すことであると述べている。この実践で

特に中学校の座学の授業では学びにアクセスしに

くかった触覚・運動覚優位の生徒は，優位性を介

して知覚できる機会があれば学業達成につながる

可能性が示唆されたことは，教科を超えて共有す

べき重要な点である。

また，２教科ではあるが，教科を超えたコンサ

ルテーションが成立し，授業者が自立して授業改

善を進めることが可能であることが示唆された。

先行研究では UDL 授業改善における，中学校の

同教科の教員や若年教員へのコンサルテーション

の効果が報告されているが，本実践で教科を超え

て，中堅教員に対してコンサルテーションが成立

する可能性が示唆された。しかし，コンサルティ

１名での結果であり，経験年数では測られない教

員の資質によるところがある可能性は否めない。
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健康課題に関する自己指導能力を育成する指導の研究 
－食育ガイダンスと食育カウンセリングを通して－ 
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    在籍校では，学力や体力と相関している肥満傾向及び朝食欠食傾向児童の割会が全国平均を上

回っており，健康課題を抱える児童への指導や新たな健康課題をもつ児童を生まないための予防

的な取組の充実が問題となっていた。そこで，本研究は，学力や体力の土台となる健康課題に関

する自己指導能力の育成を目指し，児童が自主的・実践的な学びを促進する食に関する指導を学

級活動(2)「エ 食育の観点をふまえた学校給食と望ましい食習慣の形成」を研究領域として，そ

の指導の在り方を検討した。さらに，このような指導を在籍校で一般化するために，報告者が栄

養教諭に教科等の指導における食に関する指導のコンサルテーションを行い，栄養教諭を中心と

した校内食育推進体制の充実を図った。その結果，児童が健康課題に関する行動目標を自己理解

に基づいて意思決定したり，実践したりすることで自己指導能力の向上が見られた。 
 

キーワード：自己指導能力，食に関する指導，学級活動(2)，食育ガイダンス，食育カウンセリング 

      栄養教諭 

１ 研究主題についての説明 

(1) 主題設定の理由 

ア 在籍校の実態から 

 文部科学省やスポーツ庁は，食に関する課題と

学力や体力低下との関係について，「肥満である児

童生徒は，体力の合計点が低い傾向がみられるこ

とや朝食を毎日食べる児童生徒は，体力の合計点

が高い」ことや「朝食を食べる子供ほど，学力調

査の平均正答率が高い傾向にある」ことを指摘し

ている。在籍校においても，肥満傾向及び朝食欠

食傾向の児童が全国平均より高く，食に関する健

康課題を抱える児童は増加傾向にあり教育課題と

なっている。このような，健康課題を抱える児童

の増加は，学習面や生活面における学校不適応の

増加にもつながることが予測される。 

以上のことから，在籍校の教育課題を解決する

とともに，児童の学力と体力を支える土台として

本研究を位置づけ，健康課題に関する自己指導能

力を育成するための指導の在り方やシステムづく

りについて研究することは意義があると考えた。 

 

イ 社会の要請から 

『食に関する指導の手引‐第二次改訂版‐(文

部科学省，2019)』（以下，手引）には，生活習慣

病と食習慣の関係が指摘されている。また，子供

の食育を積極的に推進することの重要性も示され

ている。このような児童生徒の食に関する課題の

解決に向け，国は，第３次食育推進基本計画を策

定し取り組んできた。その結果，朝食を欠食する

子供の割合や生活習慣病の予防のために，適正体

重の維持や減塩等に気をつけた食生活を実践する

国民の割合が目標値の達成に至っていないなどの

評価を行っており，その改善に向けた第４次食育

推進基本計画（農林水産省,2021）の策定に向けた

取り組みが進んでいる。この新基本計画では，こ

れまでの取組に加え，17 の目標と 169 のターゲッ

トからなる SDGｓ（持続可能な開発目標）の考え

方を踏まえ，食育により社会全体で連携・協力し

て，持続可能な食育システムを構築することを方

針としている。また，コロナ禍における新しい生

活様式は，子供たちの学校生活に大きな影響を及

ぼすとともに，一人一人が主体的に感染拡大防止
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に努めるなどの高い健康意識が求められる。この

ような状況において，児童一人一人には，より一

層自らの健康課題に気付き，自分なりの方法で解

決し学校適応を促進しようとする自主的・実践的

な態度の育成が求められる。そのためには，学校

においても，新基本計画に沿った新たな視点を加

えて積極的に食に関する指導を推進し，自己指導

能力を育成していく重要性が高まってきていると

言える。 

その指導に当たって小学校，中学校学習指導要

領には，食育の推進に踏まえ，体育科（保健体育

科），家庭科（技術家庭科）及び特別活動の時間は

もとより，各教科道徳科，外国語活動及び総合的

な学習の時間等，学校教育活動全体を通じて食育

を推進することが示されている。また，そのため

の指導については，小学校学習指導要領第６章の

３の 2 の(3)で「主に集団場面で必要な指導や援助

を行うガイダンスと，個々の児童の多様な実態を

踏まえ，一人一人が抱える課題に個別に対応した

指導を行うカウンセリング（教育相談を含む。）の

双方の趣旨を踏まえて指導を行うこと。」と示され

ている。 

以上のことから，今後は次世代を担う児童に対

して，学校が中心となり食に関する指導の推進を

図っていくことが重要である。その際の指導に関

しては，集団での授業場面と個別に対応した支援

の充実が求められている。 

(2)研究主題の意味 

主題の「健康課題に関する自己指導能力」とは，

自己の健康課題を解決するために，より良い解決

方法を意思決定したり，ある一定期間実践したり

して自らの行動を変容させようとする能力である。

本研究では，一人一人の児童が直面する食に関す

る課題を自らの意思決定により行動変容させる指

導を行うことを通して，児童の自己指導能力の育

成と学校適応を促進させることを目指す。そのた

め，本研究では，自己指導能力の育成を特質とす

る特別活動の学級活動(2)「エ 食育の観点をふま

えた学校給食と望ましい食習慣の形成」（以下，学

活(2)−エ）を研究領域とする。 

(3)研究副題の意味 

副題の「食育」とは，食に関する資質・能力等

を，児童が発達の段階に応じて総合的に身に付け

ることができるように学校教育全体で取組む教育

活動のことである。食育で学ぶことは，食育の６

つの視点（①食の重要性，②心身の健康，③食品

を選択する能力，④感謝の心，⑤社会性，⑥食文

化）である。「食育ガイダンス」とは，食育の６つ

の視点を特別活動の学活(2)−エで学級全体に行う

指導のことである。また，「食育カウンセリング」

とは，食育ガイダンスで意思決定した「自己の課

題解決のための行動目標」の達成に向けて実践す

る過程と振り返りの活動場面で行う個別の関わり

と捉える。 
(4) 研究の目的 

本研究は，在籍校児童の食に関する課題を解決

及び予防する上で効果的なガイダンス及びカウン

セリングとしての食に関する指導の在り方を究明

することを通して，食に関する自己指導能力の育

成を図り，子供の学校適応を促進することを目標

とする。 

 そのために，予備研究として，６カ年間の発達

の段階に応じて，食に関する指導題材一覧（以

下，題材一覧）を作成する。研究Ⅰでは，在籍校

第４学年を対象に学活(2)−エのガイダンスについ

て試行する。その際，主に集団の場面における効

果的な食育ガイダンスの在り方を検証する。研究

Ⅱでは，主に実践場面において，子供一人一人の

目標の達成状況に応じた効果的な指導について第

３学年を対象に検証する。さらに，研究Ⅲでは，

栄養教諭を中心とした校内食育推進の充実するた

めに報告者が栄養教諭にコンサルテーションを実

施する。 
 

２ 予備研究 

 

(1)目的 

意図的・計画的に食に関する指導を実施するこ

とができるように，発達段階に応じた食に関する

指導題材一覧を作成する。 

(2)研究方法 

本研究の研究領域である学級活動(2)（以下，

学活(2)）の特質について，杉田(2017)は「教師

の意図的・計画的な指導」であると述べている。

これは，学活(2)が当該学年の指導だけでなく，

小学校６年間を見据えた系統的な指導計画を作成

し，切れ目なく少しずつ継続して指導をやり続け

ていくことの必要性を表している。そこで，在籍

校の学級活動の年間指導計画を見直し，食に関す

る指導について発達段階に応じて整理し，題材一

覧を作成した。 

(3)実践の具体的実際 

食に関する指導を計画的に実施するために，在

籍校の食に関する指導の全体計画と特別活動全体

計画を作成した。さらに，食に関する全体計画に

示した食に関する指導目標は，手引に示されてい
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る食に関する資質・能力の３観点で設定した。そ

の目標を具現化するために，６つの食育の視点に

照らして，学活(2)−エの食に関する指導の題材を

６カ年間の発達の段階に応じて示したのが，題材

一覧（表１）であり，本研究における食に関する

ガイダンスの指導計画である。題材一覧は，６つ

の食育の視点を６カ年間で確実に学ぶことができ

るようにした。また，年間 35 時間（１年生は 34

時間）の中で，各学年３時間は食に関する学習が

できるように計画した。また，各学年の題材は，

基本的なものから複雑なものを学ぶように計画す

るとともに，３年生からは体育科保健領域の学習

と，５，６年生は家庭科とも関連するように計画

した。令和 3 年度は，この指導計画に沿って全校

で食に関する指導を実施した。 
表１ 在籍校における食に関する指導題材一覧 

(4) 結果と考察 

予備研究において，在籍校で食に関する指導が

持続可能な取組となるように題材一覧を作成した。

また，それに沿った意図的・計画的な指導で，食

育の６つの視点を小学校６年間で系統的に指導す

るカリキュラムを設定することができた。現在は

題材一覧を参考に，食に関する指導の年間指導計

画を作成し，食育の６つの視点を小学校６ヵ年で

確実に学ぶことができるようにしている。また，

管理職と栄養教諭，学級担任を対象に，文部科学

省(2017)「栄養教諭を中核としたこれからの学校

の食育」（以下，学校の食育）に示されている活動

指標による評価（以下，活動指標評価）を実施し

た。結果として，「食に関する指導が推進され，機

能しているか」という４件法による評価への回答

が 3.8 だった。また，児童に関しても「食に関心

がある」と回答した児童の割合が実施前 78％から

実施後 90％に向上した。 

このような結果から，食に関する指導を指導計

画に沿って意図的・計画的に実施することができ

るように整備したことは，食に関する指導の推進

を指導者が実感することや児童の食育への関心を

向上させる上で有効だと考えた。今後は児童が望

ましい食習慣を形成するための自主的・実践的な

指導や行動変容に向けた支援の在り方を明らかに

することが求められる。 
 

３ 研究Ⅰ 

 

(1)目的 

健康課題を解決する上で学活(2)−エの主に集団

の場面における食育ガイダンスの効果的な在り方

を授業改善の視点を基に効果を検証し，明らかに

する。 

(2)研究方法 

期間 2020 年６月～2020 年 12 月 

対象 在籍校第４学年児童（37 名） 

実施計画 

児童の自主的・実践的な学習を実現するために

以下の視点で食育ガイダンスを実施した。測定内

容は，授業改善の視点を踏まえた学習過程が自主

的・実践的な授業展開になっていたか，また，食

に関する自己指導能力が形成されたかを検証する。

測定方法として資質・能力の３観点を踏まえた児

童を対象とした質問紙を使用する。授業者と参観

者の立場から，福岡県教育センター(2014)「授業

診断ツール」を活用し，児童の授業への「参加・

集中度」の変容を報告者と参観者でチェックを行

い，結果を分析する。また，学校全体における食

育の６つの視点に関する児童の意識の変容を児童

への質問紙を実施し，昨年度の結果と比較して効

果を検証する。 

(3)実施の具体的内容 

視点１ 未来志向型学習過程の実践 

食育ガイダンスにおいては，これまでの食に関

する指導の課題を踏まえ，授業改善の視点として，

次の二点を設定した。一点目は，できていない原

因を追究するだけでなく，理想の自分を設定し，

未来志向で自己改善を図る意識を大切にすること

である。二点目は，できていない自分に着目する

だけでなく，これまでの自己のよさや頑張りを把

握し，未来志向でさらによりよくしようという意 

表２ 未来志向型学習過程表 
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識の流れを重視することである。また，SDGｓの考

え方を踏まえ，今後の学活(2)−エの授業では，何か

をやらされているという受け身の姿勢ではなく，

「何をしたらいいんだろう？」「自分にはどんなこ

とができるかな？」と思考して，行動することが

できる児童の育成が重要であると考えた。そこで，

学活 (2)−エにおける未来志向型学習過程（脇

田,2020）を参考に指導のねらいをもって実践を行

った（表２）。 

視点２ 児童の創造的思考及び批判的思考を深め

る発問の工夫 

上記の未来志向型学習過程のねらいを達成する

ための手立てとして，児童の創造的思考及び批判

的思考を深める発問を各学習段階に位置づけた。

創造的思考とは，与えられた条件から多様な考え

を生み出す思考である。また，批判的思考とは，

問題に対して自分自身の取組や学習内容について

内省する思考である。授業導入のつかむ段階では，

題材の意義や価値を問い返す批判的思考を促す発

問を行い，児童の題材を学ぶ意義や価値の理解が

深まることをねらった。また，解決策を話し合う

段階では，創造的思考を促す発問を行い，多様な

考えを交流させることをねらった。自分の行動目

標を意思決定する決める段階では，「自分の課題に

合っているか」や「自分には難しすぎたり簡単す

ぎたりしないか」という一人ひとりの児童の自己

理解に基づいて，段階的に目標設定するように指

導した。 
(4)結果と考察 

在籍校において作成した食に関する資質・能力

に準じた児童による自己評価を事前・授業後（当

日）・事後（１週間後）の３回実施した（図１）。 

図１ 食に関する資質・能力に関する質問紙における 

児童の自己評価の変容 

授業前から授業後にかけて，児童の自己評価が向

上していた。特に授業後の変化が顕著であった。

また，学習過程の効果は「授業診断ツール」（福岡

県教育センター，2014）を用いて，授業を観察し

て分析した（図２）。手続は，観察法を用いて４人

の参観者が個々に児童の授業参加・集中度を５分

ごとに５段階で評価した。授業の参加集中度とは，

発問に対する挙手率と教師の指示・説明，友達の

発言への反応を総合的に評価したものである。発

問を工夫した段階（25 分及び 40 分）で，４人の

参観者が参加・集中度が向上していると捉えた。 

図２ 学習過程ごとの参加・集中度の変容 

（参観者４名の授業観察） 

このような結果から，報告者が実践した未来志

向型学習過程の実施や発問の工夫に沿った食育ガ

イダンスは，児童の食に関する資質・能力が高ま

ったと児童が実感する上で効果的だったと考える。

さらに，発問の工夫を行った段階で，参観者が児

童の学習が促進されていたと感じたことを示して

いることから，自主的・実践的な学習に向けて一

定の効果があったと考える。 

しかし，授業後の食育カウンセリング場面にお

いては，意思決定した目標が簡単すぎたり，難し

すぎたりして実践意欲を継続できない児童がいつ

という課題が残った。そこで，研究Ⅱでは食育カ

ウンセリング場面における自己指導能力を育成す

るための効果的な支援を明らかにすることが求め

られる。 

 

４ 研究Ⅱ 

 

(1)目的 

食育カウンセリングにおいて，健康課題に関す

る自己指導能力が育成される行動変容に有効な支

援の在り方を明らかにすること。 

(2)研究方法 

期間 2021 年５月〜2021 年７月 

対象 在籍校第３学年２組児童（22 名） 

実施計画 

 食育カウンセリングを通して，食育ガイダンス

で意思決定した行動目標に沿った行動変容につな

がる支援を以下の視点で行う。 
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(3)実施の具体的内容 

視点１ 実践途中で達成状況をふり返り，目標を

修正する支援 

食育ガイダンスにおいて意思決定した行動目標

を実践する過程で行う食育カウンセリングでは，

学習カードに目標の達成状況を記録させた結果を

一週間の実践過程の前半３日間が終了した段階で

振り返りの場を設定した。３日間とも目標を達成

できた児童は 22名中 20名であった。これらの児

童については，目標の難易度を上げたり項目を増

やしたりするカウンセリングを行なって実践過程

の後半につないだ。これらの児童については，順

調に実践が進んでいると判断し，基本的に見守る

支援を行うことを担任と確認した。 
視点２ スクリーニングで抽出した児童へのカウ

ンセリング 

22 名の児童の内，事前アンケートで自己評価が

低かった児童２名（抽出児童 A，B）と達成状況の

ふり返りで目標達成に近づいていないと自己評価

した児童２名（抽出児童 C，D）には担任と連携し

て表３に示すカウンセリングの内容を，それぞれ

の児童の達成状況に応じて行った。 
表３ 抽出児童への支援の具体 

実践後，児童のふり返りの記述を集計し，「AI テ
キストマイニング」（User Local 社）で，出現頻

度とスコアの高い名詞と動詞に分類した（表４）。 
表４ 児童の振り返りにおける単語の 

出現頻度とスコアの結果 

 スコアとは，文章中でその単語がどれだけ特徴

的か表すものである。その結果，出現回数が多い

のは，「感謝」という単語であり，本題材で取り扱

った食育の視点に関連する内容だった。動詞では，

「食べる」という単語であり，具体的な行動目標

に関わるものであった。スコアが高かったのは，

出現頻度も高かった「感謝」と本題材の視点（感

謝の心）と関連の深い「表せる」という単語だっ

た。また，個別に支援した抽出児童の振り返り記

述（表５）には，実践を肯定的に捉えている様子

がうかがえた。 

表５ 実践後の抽出児童の振り返り 

(4)結果と考察 

 このような結果から，報告者が実施した食育カ

ウンセリングは，すべての児童が自主的に実践を

継続することをうながすとともに，個別に支援が

必要な児童に対しても，自身の行動変容を実感さ

せる上で効果的だったと考える。 

しかし，今後はこのような食に関する指導を汎

化させるために，学校全体に拡充していくことが

求められる。 
 

５ 研究Ⅲ 

 

(1)目的 

報告者が食に関する指導に関して栄養教諭への

コンサルテーションを行うことで，栄養教諭を中

心とした校内食育推進体制を充実させること。 
(2)研究方法 

期間 2021 年７月～2021 年 12 月 

対象 栄養教諭，学級担任及び全校児童 

実施計画 

 研究Ⅰ・Ⅱにおいて報告者が実践して効果的だ

ったと考える食育ガイダンスと食育カウンセリン

グについて，研究Ⅲでは各学級担任が実施するこ

とができるように栄養教諭から情報提供ができる

ようした。 
「学校の食育」では，栄養教諭は学校における

食育推進コーディネーターとして，その職務の中

（図３）で教職員や家庭・地域との連携を図りな

がら，食に関する指導と学校給食の管理を一体の

ものとして行うことにより，教育上高い相乗効果

をもたらすと示されており，学校の食育は栄養教

諭を中核として推進していくことが重要だと考え

た。 

図３ 栄養教諭の職務 
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しかし，食に関する指導の実施に関しては，経

済面や家庭のプライバシーにもつながる部分が多

い。つまり，栄養教諭よりも学級担任の方が児童

の実態を把握しているため，学級担任が食に関す

る指導の主体となり，それを栄養教諭が支援する

体制がふさわしいと考えた。そこで，報告者は栄

養教諭に対して，その職務の中の食に関する指導

のうち特に「教科等の指導」に関する食育ガイダ

ンスと食育カウンセリングを以下の視点でコンサ

ルテーションを実施した。栄養教諭から担任への

情報発信ができるようにすることを通して，学級

担任が実施する食に関する指導を充実していくこ

とを目指した（図４）。た，持続可能な食育の推進

につなげるために栄養教諭や学級担任が活用でき

る授業作りへの情報提供ツールを作成した。 

図４ 栄養教諭を中心とした在籍校の食育推進組織 

(3)実践の具体的内容 

視点１ 食に関する指導の活動指標を活用したア

セスメント 

①児童の食に関する資質・能力の実態把握 

在籍校の全校児童を対象に実施した「生活習慣・

食生活アンケート」の結果を集計した。その結果とし

て，昨年度と比較すると「食育の６つの視点」の全て

の項目で得点が上昇していた。しかし，具体的な目

標設定をすることやそれを実践する事に関する設問

では，他の設問に比べ得点が低いという結果だった。 

②栄養教諭の食に関する指導の実態把握 

在籍校には２名の栄養教諭（A，B）が配置されて

おり，校内の食育推進の役割を担っている。Aは経験

年数２０年のベテラン教諭であり，B は経験年数２年

目の若年教員である。A は校内に留まらず町内の小

中学校の食育の推進にも寄与している。B は A から

栄養教諭の職務に関するコンサルテーションを受け

ている。しかし，A は栄養教諭の職務に関するコンサ

ルテーションのうち，食に関する指導の中で特に「教

科等の指導」に関しては，その指導法についてなか

なかコンサルテーションができていないと感じており，

B も食に関する授業について，授業設計をすることに

課題を感じていることが明らかになった。 

③学級担任の食に関する指導の実態把握 

在籍校の学級担任に食に関する指導に関するア

ンケートを実施した。アンケートの結果から，在籍校

においては，特に経験年数が低い教員が食に関する

指導の自己評価が低い傾向にあることがわかった。さ

らに，記述式には，「授業作りの仕方が知りたい」や

「自分にあった目標設定のさせ方が知りたい」，「授業

後の実践がうまくいかない」という回答が多く，授業の

計画段階や目標設定と実践過程に課題を感じている

ことがわかった。 

視点２ 栄養教諭に対する食に関する指導の実践 

に関する支援 

①一連の活動の計画段階における支援 

アセスメントにおいて栄養教諭や学級担任の課

題意識が高かった食に関する指導の計画段階で

「食育プランニングシート（脇田 2019）」を活用

して構想するように栄養教諭に助言した（図５）。

「食育プランニングシート」は，学活(2)−エの一連

の学習過程を見通すことができるようにまとめら

れている。 

図５ 食育プランニングシート（脇田,2019） 

②意思決定と実践過程における支援 

児童の課題意識が高かった意思決定場面と実践

過程に関するコンサルテーションとして，食育プ

ランニングシートによる授業設計ができた段階で，

児童が自己理解に基づく意思決定をすることがで

きるように佐賀教育センター(2017)を参考にした

「バウンダリーワークの考え方を生かした学習カ

ード」を報告者から栄養教諭に提示した。バウン

ダリーワークとは，境界線引きという意味であり，

今回は「今できていること」と「少しがんばれば

できること」，「かなりがんばればできること」を

自己理解するための考え方として活用した。学習

カードには，「今できていること」「少し頑張れば

できること」「かなり頑張ればできること」と段階

的に目標を設定することができるように作成して

いることを伝え，報告者が実施した授業で活用し

連携・協⼒

管理
職

学級
担任

養護
教諭

給⾷
主任

家庭

⽣産者等
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学校医
学校⻭科医
学校薬剤師

連携

外部機関 校内⾷育推進組織

栄養の管理に関する
情報提供

報告者のコンサルテーション

栄養の指導に関する
情報提供

栄養教諭
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た具体物を提示して，自己理解に基づき段階的に

目標設定する意思決定になるように助言した（表

６）。実践の過程では，実践の途中に達成状況の振

り返る場を設定できるように学級担任と確認する

ことと振り返りの場では，その結果をもとにその

後の目標を児童が付加修正できるようにすること

を助言した。また，その際は段階的に目標設定し

た学習カードを活用して，自己評価に基づき少し

難しい目標にしたり，できていることを継続した

りする一人ひとりの児童が自分にあった目標にな

るように支援することを助言した。 

表６ バウンダリーワークの考え方を用いた 

児童の目標設定の例 

③地場産物や生産者の協力を得た授業作りへの情

報提供 

在籍校の属する自治体では，地産地消プロジェ

クトの応援サイトが運営されている。サイト内に

は，毎日の学校給食を献立と写真や自治体のブラ

ンド米等の生産過程や生産者のこだわりや願い等

が掲載されている。また，サイトを運営している

産業振興課に取材をすると，地域の生産者とのパ

イプ役を担っており，生産者と学校をつなぐため

に協力してもらえるということだった。このよう

な情報を栄養教諭に提供し，教科等で食に関する

指導を実施する際に学級担任に紹介することがで

きるようにした。 

また，持続可能な食育推進を目指すためのツー

ルとして，これまでの研究の成果や指導案集等を

一覧できる食育情報サイト（Googleサイト）を作

成した。このサイトは随時情報を更新することが

可能であるため，実施した食に関する指導実践を

蓄積していくこともできる。モバイルやパソコン

向けにサイトが自動的に最適化されるため，どの

デバイスからでも閲覧しやすいため，閲覧者が食

育に関する情報をいつでも必要なときに必要な内

容を閲覧することができる。 

(4)結果と考察 

 予備研究において食に関する指導を意図的・計

画的に実施する計画を整備した。それを土台とし

て，研究ⅠⅡで効果的だった食育ガイダンスと食

育カウンセリングを栄養教諭へのコンサルテーシ

ョンを通して，各学級担任が効果的な食に関する

指導を実施できるようにした。また，持続可能な

食育の推進を目指して食育情報サイトを作成した

（図６）。 

図６ 食育情報サイトの構成 

①児童の食に関する意識調査から 

 在籍校で全校児童に実施している食生活アンケ

ート（四件法）の結果を平均し，食育の６つの視

点に基づき分類した結果が図７である。 

図７ 研究前後の在籍校児童に実施した 

食生活アンケートの結果 

 全ての項目で研究前に比べて研究後の得点が向

上していた。特に，「社会性」と「食品選択」の項

目の向上が顕著であった。「食文化」に関しては他

の設問と比較すると得点が低かった。 

②栄養教諭及び学級担任の活動指標評価から 

栄養教諭へのコンサルテーション後に栄養教諭

と学級担任に実施した活動指標評価（四件法）の

結果は表７の通りだった。 

区分別で最も評価が高かったのは，「食に関する

指導の計画的な実施」に関する項目と「栄養教諭
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全国学校給食連合会

「学校給食の歴史」等

トップページ 

  例１  例２ 

今 で き て い

ること 

 静かに食べること  手を洗って仕事をする 

少 し 頑 張 れ

ばできること 

 味わいながら食べる

こと 

 もうちょっと丁寧に手を

洗う 

かなり 

頑張れば 

できること 

 調理員さんに合った

ら「ありがとうござい

ます」と言う 

 野菜を減らさずに食べる 
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と学級担任の連携」に関する項目だった。評価が

低かったのは，「授業評価」に関する内容と「外部

機関と連携協力した食育の推進」に関する内容だ

った。 

表７ 栄養教諭及び学級担任の活動指標評価の結果 

③食育情報サイトに対する質問紙調査から 

上記の活動指標評価と同時に在籍校職員に実施

した食育情報サイトに関する質問紙調査の結果は

以下の表８の通りだった。肯定的な感想が多かっ

たものの，食育に関する他教科及び領域の情報や

児童向けの情報サイトとしても活用したという要

望もあった。 

表８ 食育情報サイトに関する質問紙調査の結果 

④研究Ⅲの考察 

以上，研究Ⅲの結果から，報告者が栄養教諭に

実施したコンサルテーションは，児童の食に関す

る肯定的な変容を実感させるとともに，学級担任

と栄養教諭が連携して指導を実施することにつな

がった。また，持続可能な食育推進を目指すため

の食育情報サイトに関しては，実践につながる肯

定的な回答がうかがえ，今後の食育の推進の一助

になると考察した。 

しかし，コロナ禍の影響もあり外部機関と連携

した取組には課題が残った。また，食生活アンケ

ートで得点が低かった「食文化」は他教科等との

関連が深い視点である。今後さらに食育の推進を

図っていくためには，学活(2)−エだけではなく，教

科横断的な視点で食に関する指導を実施していく

ことも求められる。 

 

６ 総合考察 

 

本研究で実施した食育ガイダンスでは，児童が

健康課題に関する自身の行動目標を自己理解に基

づき意思決定することができた。食育カウンセリ

ングでは，児童が意思決定した行動目標を達成状

況に応じて実践することができた。これらのこと

から，本研究は，児童の健康課題に関する自己指

導能力を育成する上で一定の効果があったと考察

する。しかし，食に関する指導の教科横断的な実

施には課題が残った。このことは，児童が他教科

等で学んだことを活用して，自己指導能力の育成

を目指す食をテーマとするカリキュラム・マネジ

メントの充実を示唆するものであると考えた。 

また，教職大学院学中の実習として訪問した児

童養護施設の施設長は親元を離れた子供たちの心

の安定を図るために食事を充実させていると説明

された。学校においても，食育を通して目指す児

童の姿を明確に設定し，本研究のように食育推進

体制を中心にその具現化を図っていく姿勢を今後

も大切にしたい。今後は，食育情報サイトを中心

に食に関する指導の実践や他教科等の情報を発信

していき食育のさらなる推進に寄与していきたい。 
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分類 主な回答 

感想 ・食育の授業の進め方がよくわかった。特に指導案

集は参考になる。 

・外部との連携を図っていきたいと思えた。 

・データを蓄積していけるので、年々充実したもの

になると思う。 

要望 ・学活以外の教科についても情報がほしい。 

・子供たち向けの情報があると調べ学習に活用で

きる。 

 

 

網掛の数値：学級担任９名の平均、（ ）内の数値：栄養教諭２名の平均 

 

区分 評価指標 
評価 

(min:1,max:4) 

食
"
関
$
%
指
導
内
容 

教科・特別活動等における食に関する指導が推進

され、機能しているか。 

3.2 (3.0) 

□栄養教諭が計画通り授業参画できたか。 3.8 (3.5) 

□教科等（学級活動）の目標に準じ授業を行い、評

価規準により評価できたか。 

2.7 (2.5) 

□教科等（学級活動）の学習内容に「食育の視点」

を位置付けることができたか。 

3.4 (3.5) 

連
携
,協
力 

教師同士の連携体制が構築され、食に関する指導

が行われているか。 

2.7 (3.0) 

□栄養教諭は養護教諭、学級担任等と連携して指

導できたか。 

3.8 (3.5) 

□栄養教諭を中心として、家庭や地域、生産者等

と連携を図った指導ができたか。 

2.2 (2.0) 
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